
テレワークセミナーをオンラインで開催
＜地域におけるテレワークの実践例とメタバースの活用＞

総務省東海総合通信局（局長 北林 大昌（きたばやし だいすけ））は、令和４年１１月２１日に東海情報通信懇談会、公益財団法人ソフトピアジャ

パン、岐阜県IoTコンソーシアム、岐阜県スマートワーク推進ネットワーク及び静岡商工会議所との共催により、オンラインセミナー「地域におけるテ

レワークの実践例とメタバースの活用」を開催し、自治体や中小企業などから91名が参加、視聴しました。

お問合せ先 情報通信部情報通信連携推進課 ０５２－９７１－９３１３

（株）パソナ
溝江 正 氏

（株）ＡＳＡＬＩＴＥ
ＶＩＶエンジニアリング（株）
長尾 有 氏

はじめに、ネットワンシステムズ(株) 尾形 誠治 氏から、「地方創生テレワーク」と題して、首都圏の

仕事の地方移転や地域DXの推進など各地域での事例を紹介していただきました。

次に、(株)ＡＳＡＬＩＴＥ・VIVエンジニアリング(株) 長尾 有 氏から、「テレワークで品質管理経験者の

長期雇用を実現！」と題して、経験豊富な品質管理担当者が定年後も業務継続できる環境を作るため

にテレワークを推進し、品質管理に必要なデータをクラウド上に保管し情報共有することで、海外工場と

の連携が改善された事例などを紹介していただきました。

続いて、（有）キタガワビジネスサービス いちぼし堂・（株）るるキャリア 平石 享 氏から、「テレワー

ク活用で潜在資産を顕在資産に～「仕事ができる人」に溢れる組織づくり～」と題して、テレワーク活用で

コア業務に集中できる環境をつくり、「仕事ができる人」がやりがいを持って活躍できる組織づくりについ

て、ご講演いただきました。

さらに、（株）パソナ 溝江 正 氏から、「テレワークの課題にバーチャルオフィスを採用」と題して、コロ

ナ禍によってテレワークが増えるにつれ浮き彫りとなった働き方やコミュニケーションの課題に対し、メタ

バースを活用したバーチャルオフィスを採用した結果、課題解決のみならず全国拠点の連携強化に繋

がった事例などを紹介していただきました。

最後に、中日新聞社 電子メディア局 北嶋局長から、閉会のご挨拶で「大変参考になる取組事例だっ

た。今後のテレワーク普及・定着を期待したい」と総括していただきました。

セミナーの参加者からは、「テレワークの導入事例について実際に知ることで、テレワークのメ

リットを改めて認識でき大変有意義であった」、「テレワークができるというだけで採用の応募が急

増したことに驚いた」などのコメントが寄せられ、全体を通してご好評をいただきました。

東海総合通信局では、引き続きテレワーク推進に関して、皆様のご要望を伺いながらタイムリー

なセミナーを開催して参ります。
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